
2010～2011年度 No.1

　第 　  2　　回 委員会名

委員長名

開催　日時

開催　場所

河合地区ガバナー ○ 大石第１副地区ガバナー 阿久津第２副地区ガバナー

○  L　高橋　芳久　委員長 ○  L　上野　滋朗　副委員長 ○  L 井上   一二三    副委員長

 L                副委員長  L　　　　           委員  L　　　　           委員

○  L　酒井　三雄   委員  L　　　　           委員  L　　　　           委員

○  L　秋山　　勉    委員  L　　　　           委員  L　　　　           委員

○  L　五十嵐　隆   委員  L　　　　           委員  L　　　　           委員

○  L　古川　浩成   委員  L　　　　           委員  L　　　　           委員

 L　　　　           委員  L　　　　           委員  L　　　　           委員

 L　　　　           委員  L　　　　           委員  L　　　　           委員

　赤尾　嘉晃

1

2

3

4

5

6

1

2

作　成　者 　Ｌ　井上　一二三

　２０１０年　９　月　９　日　　　木曜日　　　１６時　００分　～　１７時　00分次回開催日時
　　　　　　場所

　ＬＣＩＦ委員会提案事項の諮問機関としての役割をして欲しい旨の挨拶であった。

　突然、体調不調の父親が無事回復、帰調に戻り、本委員会が無事に開催できた。

　北区の水害に対して、ＬＣＩＦより、10,000ドルの支援を受けたとの報告もありました。

高橋委員長挨拶

　ライオンズ必携を基に、常設委員会が運営委員会と、事業委員会の二本立てで

あること・ＬＣＩＦ、ＣＳＦⅡの大筋的内容の違い・ライオンズ用語についての学習並びに

委　員　会　報　告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会・進行　Ｌ　高橋　芳久　委員長

ガバナー挨拶

委員長挨拶

　２０１０年　 ８　月　　５　日　　木曜日　　　　１６時　００分　～　１７時　００分

キャビネット事務局会議室

　出席オブザーバー　　キャビネット副幹事　Ｌ　赤尾　嘉晃

緊急対策支援委員会

次　　　第

 L　高橋　芳久

出　席　者

審議経過事項の概要

ガバナー挨拶

キャビネット副幹事挨拶

緊急事態に対する対応について

議　　　題

　まず安心の様子にて、委員会進行。

復習として、挨拶に含めて話された。その後、委員会本題に移行。
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について、検討し、その仕組みを構築をしておくことも必要でありますとの旨を話された。

　特に、東京都内23区における、緊急時のハザードマップについて、日本人のみならず、

仕組みについて、検討して欲しいとの趣旨を話された。

台湾人、韓国人、中国人向けの英文による印刷物の用意の必要がある。

　2）　３３０－Ａ地区内の緊急事態に対する対応

全委員

委員

　各消防署の協力、指導が得られる日時を、調べる必要がある。

　作成に必要な経費は、スポンサーつきにしては如何か。

　役所の関係部所から情報を入手するよう、行動してはどうか。

委員長（上級救命技能認定について)

　来年３月実行の方向にて準備したい。

委員

委員長

　大変な仕事になるが、実行する方向に頑張ることにしましょう。

　同意する旨、無言諒解。

　　（１１月迄に実行したかったが、キャビネット委員会の承認が必要　故)

委員

議　　　題

（以前に作り、駅頭に置いたら、全部なくなっていたとの話は、第1回の時にもあった。)

　23区行政単位の拡大ハザードマップを委員会で編集してみてはどうか。

委員長

審議経過事項の概要

　３３０－Ａ地区全体として、実行するのではなく、各リジョン単位でしてはどうか。

リジョンチェアパーソンの協力のもとに、委員数名が加わり、実行する。

　3)　世界的緊急事態に対する対応

赤尾キャビネット副幹事挨拶

　今後、緊急対策を必要とする場合に、本委員会が諮問機関的役割が果たせる

No.2

赤尾キャビネット副幹事発言

　１）　地域毎の緊急事態に対する対応
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No.3
議　　　題 審議経過事項の概要

委員長

　実行する為には、キャビネット会議への提出案件として、提示したい。

11月のキャビネット会議にて、承認を得て、ガバナー名にて各ゾーンに発信したい。

来年３月実施を目標とする。

委員

　リジョン単位に計れば、３３０－Ａ地区だけでも、200名以上のメンバーが認定される

委員

　全員諒解

ことも可能であり、その貢献は、大きいですよ。

委員長

　メンバー総力にて、実行に向けて、頑張りましょう。

　関連する各委員会との連携を図ることも必要となります。

特に、会則、会員委員会への働きかけが最初でしょう。

委員

　３３０－Ａ地区内に発生する、緊急事態への支援について、３３０－Ａ地区全メンバー

から、浄財を募り、義援金として、単一クラブとは別に、本委員会の活動の一環に

加えられるよう、キャビネット内規に追加できると良いが、如何でしょうか。

　委員会はこれで終了し、懇親飲み会に移行とします。

委員会終了後記

　坂本潤之輔Ｌも到着し、本日は、大澤力Ｌ、酒井三雄Ｌが欠席のみにて、全員活発な

意見交換も出来た、充実した委員会でした。

以上

委員長

　本日も、内容ある多くの話が出来た。

　次回は、９月９日（木）１６：００～１７：００にて実施する事に決めます。

赤尾キャビネット副幹事
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